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第３章 計画の基本的考え方 

１ 基本理念 

みんなが健康で共生して住み続けられるまちづくり 

 

本計画は、 市民のだれも が心身と も に健康で互いに助け合いながら 安心し て暮ら し てい

く こ と を目指し ています。 本市が将来に向かっ て進むべき 方向を定めた「 第５ 次越谷市総

合振興計画」 の大綱２ （ 保健、 医療、 子育て、 福祉など） のまちづく り の目標「 みんなが

健康で共生し て住み続けら れるまちづく り 」 を本計画の基本理念と し て掲げ、 だれも が健

康で生涯にわたり 生き がいを持っ て暮ら すこ と ができるまちの実現を図り ます。  

 

２ 基本方針 

市民が一体と なっ た健康づく り を総合的かつ効果的に推進するために、 国の「 健康日本

２ １ （ 第三次）」 における「 国民の健康の増進の推進に関する基本的な方向」 を取り 入れ、

次の基本方針を設定し ます。  
 

基本方針１ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図ります 

生涯における健康な期間と し ての健康寿命の延伸のため、 生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） の予

防や心身機能の維持向上を図り ます。 また、 地域や経済状況で健康状態に差が生じ ないよ

う 、 あら ゆる世代の健やかな暮ら し を支える良好な社会環境の構築を目指し ます。  

基本方針２ 個人の行動と健康状態の改善を図ります 

健康寿命の延伸を図る上で重要な課題である生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） の発症・ 重症化予

防や生活習慣の改善に取り 組みます。 また、 生活機能の維持・ 向上の観点を踏まえた健康

づく り に取り 組みます。  

基本方針３ 社会環境の質の向上を図ります 

個人の健康は様々な社会環境の影響を受けるため、 社会と のつながり やこ こ ろ の健康を

守る環境づく り や自然に健康になれる環境づく り に取り 組むと と も に、 自ら の健康に関す

る情報を入手・ 活用できるよう 、 情報提供や周知啓発を図り ます。  

基本方針４ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりを推進します 

乳幼児期、 青壮年期、 高齢期等の各段階に特有の健康づく り に加え、 現在の健康状態は

過去の生活習慣・ 社会環境の影響を受け次世代の健康に影響を及ぼすと いう 可能性を踏ま

え、 ラ イ フ コ ースアプローチを踏まえた健康づく り （ 胎児期から 高齢期に至るまでの人の

生涯を経時的に捉えた健康づく り ） に取り 組みます。  
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３ 計画の体系 

本計画の体系図は次のと おり です。  

基本理念を達成するための特定分野と し て、「 栄養・ 食生活」、「 身体活動・ 運動」、「 喫煙」、

「 歯と 口腔」、「 休養・ 睡眠と こ こ ろ の健康」、「 飲酒」、「 がん対策と ラ イ フ コ ースアプロー

チを踏まえた健康づく り 」 の７ 分野を定め、 取組を進めます。 また、 それぞれの分野ごと

に数値目標を設定し 、 目標を達成するための推進内容を定めます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
各分野で市民・団体・行政が取り組むこと 

１ 栄養・食生活 
２ 身体活動・ 

運動 
３ 喫煙 

４ 歯と口腔 
５ 休養・睡眠と 

こころの健康 
６ 飲酒 

７ がん対策とライフコース 

アプローチを踏まえた健康づくり 

各分野の行動目標の達成 

各分野の基本目標の達成 

１ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図ります 

２ 個人の行動と健康状態の改善を図ります 

３ 社会環境の質の向上を図ります 

４ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりを推進します 

基本方針 

みんなが健康で共生して住み続けられるまちづくり 基本理念 
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第３ 次越谷市健康づく り 行動計画・ 食育推進計画「 いき いき 越谷２ １ 」 は、 本市におけ

る市民の健康づく り を総合的に進めるための指針であり 、 健康づく り の方向性や目標を明

ら かにするも のです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図ります 

２ 個人の行動と健康状態の改善を図ります 

３ 社会環境の質の向上を図ります 

４ ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりを推進します 

基
本
方
針 

みんなが健康で共生して住み続けられるまちづくり 基本理念 

   分 野  基本目標  行動目標   

 １ 栄養・食生活  

食事を大切にし、元気な体をつくろう 
 
家族や仲間と楽しく食事をする機会を

増やそう 

 

①生活リズムを整えよう 

②食事を大切にしよう 

③元気な体をつくろう 

④食の安全性を求めよう 

  

   

      

 ２ 
身体活動・ 

運動 
 運動習慣を身につけよう  

①日常生活の中で体を動かす機会を増やそう 

②１日１時間歩こう（１日の歩行時間の合計） 

③自分にあった運動・スポーツをみつけよう 

  

   

      

 ３ 喫煙  

たばこの健康への影響を知ろう 
 
まわりの人を思いやり分煙につとめよう 

 

①喫煙を防止しよう 

②喫煙による健康への影響に関する知識を普及しよう 

③分煙による環境保全を推進しよう 

④禁煙希望者を支援しよう 

⑤受動喫煙を防止しよう 

  

   

      

 ４ 歯と口腔  

お口の健康をみんなで守ろう 
 
しっかり食べてきちんと歯みがき、 

丈夫な歯をつくろう 

 

①乳幼児期・学齢期のう歯（むし歯）を予防しよう 

②成人期の歯周病を予防しよう 

③一生自分の歯で食べよう 

④妊娠時期から歯を大切にしよう 

  

   

      

 ５ 
休養・睡眠と 

こころの健康 
 

生きがいのある心豊かな人生を送ろう 
 
よい生活習慣で心もさわやかにしよう 
 
ほっとするひとときをもとう 

 

①毎日を気持ちよく過ごそう 

②コミュニケーションの機会を持ち、ひとりで 

抱え込まずに相談しよう 

③いやしの方法をみつけよう 

  

   

      

 ６ 飲酒  お酒はほどほどに楽しく飲もう  

①節度ある飲酒をしよう 

②適正な飲酒量を知ろう 
  

   

      

 ７ 

がん対策と 
ライフコース 
アプローチを 
踏まえた 
健康づくり 

 

生活習慣病（ＮＣＤｓ）を予防する 

よい生活習慣を身につけよう 
 
健康診査・検診を定期的に受けよう 
 
性別・年代の特性に応じた健康づくり

に取り組もう 

 

①がん検診を進んで受けよう 

②循環器疾患の発症と重症化を予防しよう 

③糖尿病の発症と重症化を予防しよう 

④ライフステージに応じた健康づくりをしよう 
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  越谷市食育推進計画  

  越谷市の食育（第５章） 

    基本目標 

 

 

 
 

宣言（行動目標） 

 

 

 

 

 

 
 

 

ライフステージに応じた取組 

みんなで取り組むこと 

 

 

 

 

 

 

 

食事を大切にし、元気な体をつくろう 
 
家族や仲間と楽しく食事をする機会を増やそう 

妊娠(胎児)期 
乳幼児期 

(０～５歳) 

学童･思春期 

(６～１８歳) 

青年･壮年期 

(１９～６４歳) 

高齢期 

(６５歳～) 

宣言① 生活リズムを整えよう 

 

宣言② 食事を大切にしよう  

 

宣言③ 元気な体をつくろう  

 

宣言④ 食の安全性を求めよう 
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第４章 計画の目標及び施策の展開 

 

本計画では、 市民と 地域・ 団体と 行政が連携し 、 それぞれの役割を担い、 ７ つの健康分野

に目標を設定し て、 健康づく り 及び食育を推進し ていき ます。  

具体的には、 ７ つの分野ごと の基本目標に沿っ て行動目標を設定し 、 行動目標ごと に市民

及び健康づく り に関係する団体・ 行政の取組を、 具体的事業と その内容、 団体・ 担当課を 掲

げ推進し ていきます。  

また、 数値による評価を行う ための指標を設定し 、 計画開始から 中間にあたる６ 年後と 計

画最終年度に、 市民アンケート 等により 、 それぞれ評価を行います。  

なお、 指標の設定は、 第２ 次計画の最終評価値（ 令和４ 年度（ ２ ０ ２ ２ 年度）） を現状値と

し 、 目標値は国の「 健康日本２ １ （ 第三次）」 において設定さ れている数値等を参考と し て設

定し ています。  

 

 

表の見方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載例 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

朝食を欠食する人の割合 

児童 ◇  ２.４％ ＊１ 
 ０％ 

生徒 ◇  ３.１％ ＊１ 

２０～４０歳代男性 ◆ ２１.２％ １０％ 

２０～４０歳代女性 ◆ １３.８％  ５％ 

食品ロス削減を心がけている人の割合 ◇☆ ８４.６％ 
現状値から増加 
（参考：国 ８０％） 

＊１  現状値： 令和３ 年度児童・ 生徒の食事に関する調査 

 

  

指標における現状値と目標値 
 （表中に特記のない限りは次のとおり） 
 
 現状値： 第２次計画の最終評価値 
  （第３次越谷市健康づくり行動計画・食育推進計画策定に係るアンケート 
  調査（令和４年度）） 

 
 目標値： 「健康日本２１（第三次）」の目標値 
 
※ ① アンケート調査以外の現状値は、＊印をつけ、データソースを表の下に記載しています。 
※ ② 分野１「栄養・食生活（越谷市食育推進計画）」において、国の「第４次食育推進基本計画」

の目標値を設定した指標には、◇印をつけています。 
※ ③ 上記以外の国の計画の目標値や本市独自の目標値を設定した指標には、◆印をつけています。 
※ ④ 目標値を現状値で達成済の場合は、現状値よりも改善することを目標とします。 

該当する指標には、☆印をつけ、表中にその旨を記載しています。 

① 

① 

② 

③ 

④ ④ 
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１ 栄養・食生活（越谷市食育推進計画） 

心と 体の健康づく り と 豊かな人間性を育むため、 健康増進と 食育を包括的かつ計画的に

推進するこ と が求めら れています。  

本市では、 健康づく り 行動計画の中に食育推進計画を体系的に位置付け、 一体と し て取

組を進めるため、 栄養・ 食生活分野と 食育推進計画で同じ 基本目標を掲げて推進し ます。  

そこ で第４ 章では、 栄養・ 食生活について他の６ 分野と 同様に取組について述べ、 第５

章においては国の「 第４ 次食育推進基本計画」 を基に、 食生活から 波及する豊かな人間形

成や食に関する感謝の念、 伝統的な食文化、 食料自給率の向上、 食品の安全性の確保など

について、 市民が理解を深め、 日々の生活の中で意識を高めら れるよう 、 越谷市食育推進

計画と し ての基本的考え方について掲載し ます。  

 

  食事を大事にし、元気な体をつくろう 

 家族や仲間と楽しく食事をする機会を増やそう 

              （「第５章 越谷市の食育」の基本目標と同じ） 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇「 朝食を欠食する人の割合」 は、 児童、 生徒、 ２ ０ ～４ ０ 歳代男性、 ２ ０ ～４ ０

歳代女性の各年代で増加し ており 、 改善が見ら れません。 朝食から 始まる１ 日３

食の規則正し い食事が生活リ ズムを整え、 正し い生活習慣の確立につながるこ と

から 、 朝食の重要性を周知し 、 各ラ イ フ ステージにおいて実践でき るよう 、 支援

する取組を強化する必要があり ます。  

〇食育への関心がある人の割合は、 第２ 次計画策定時から 低下し ています。 家族と

一緒に食事をする「 共食」 の回数も 改善があり ませんでし た。 食品ロス削減の観

点から も 、 食事の大切さ を周知する取組を強化し 、 子ども の健やかな成長と 将来

の健康づく り にと っ て重要な「 食育」「 共食」 の実践を支援する必要があり ます。  

〇「 １ 日のう ち主食・ 主菜・ 副菜のそろ っ た食事を２ 回以上し ている人の割合」「 １

日に野菜料理を食べる量」 など、 多く の項目で改善が見ら れない結果と なり まし

た。 バラ ンスのと れた食事をと るこ と は、 適正体重の維持や生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ

ｓ ） の予防につながり 、 健康な体づく り の基本と し て重要であるこ と から 、 食事

に関する正し い知識の普及啓発の取組強化が必要です。  

〇食品表示に関心を持つ人の割合は約８ ０ ％ですが、 目標値には到達し ていません。

また、 国の第４ 次食育推進基本計画に基づき 、 食品表示のほかに環境に配慮し た

農林水産物や食品を選ぶ人を増やすなど、 健康と 食生活の関係についての正し い

知識の普及啓発等の取組強化が必要です。  

  

基本目標 
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★ 行 動 目 標 ★ 

① 生活リズムを整えよう 

② 食事を大切にしよう 

③ 元気な体をつくろう 

④ 食の安全性を求めよう 

 

★ 取組・指標・施策 ★ 

① 生活リズムを整えよう 

 

 
○朝食を食べます。 

○早寝、早起きを心がけます。 

  
 

○朝食の大切さを周知します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

朝食を欠食する人の割合 

児童 ◇  ２.４％ ＊１ 
 ０％ 

生徒 ◇  ３.１％ ＊１ 

２０～４０歳代男性 ◆ ２１.２％ １０％ 

２０～４０歳代女性 ◆ １３.８％  ５％ 

＊１  現状値： 令和３ 年度児童・ 生徒の食事に関する調査 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

保育所試食会 
保護者を 対象に、朝食に関する 栄養士の講話や資

料提供を 行い、 周知に努めます。  
保育施設課 

小・中学校における食育の

推進 

朝食の大切さ について指導するため、給食の時間

や家庭科、総合的な学習の時間等の充実について

支援し ます。  

指導課・給食課 

児童・生徒の食事に関する

調査（５年に１回） 

朝食の摂取状況など、 児童・ 生徒の食生活の実態

を 把握するために「 食事に関する アンケート 」 を

実施し ます。  

給食課 

「朝食」についての食育 

事業 

就学時健康診断において家庭へ「 朝食」 に関する

講座等を 実施し ます。 さ ら に、 朝食に関するリ ー

フ レ ッ ト を 作成し 、 全小中学校へ配付を し 、 家庭

への啓発に努めます。  

給食課 

健康教室・幼児健診 

母子・ 成人健康教室や相談事業及び幼児健診にお

いて、保健師や栄養士による 講話や資料配布を 通

じ て、 朝食の大切さ を 周知し ます。  

健康づくり推進課 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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② 食事を大切にしよう 

 

 

○食を大切にし、食育を考えます。 

○家族でそろって食事をする日を増やします。 

○仲間と楽しく食事する機会を増やします。 

○郷土料理・伝統料理に親しみ、次世代へ伝えます。 

○農産物の栽培や収穫を通して、食を大切にする気持ちを高めます。 

○よく噛んで、味わって食べます。 

〇食品を無駄にしないよう心がけます。 

  

 

○各世代の「食育」をすすめます。 

○家族で食事をする日を増やすよう働きかけます。 

○和食の料理講習会を開催します。 

○食の生産を体験できる場を増やします。 

〇食品ロス削減に関する取組や周知をします。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

食育への関心がある人の割合 ◇ ５９.６％ ９０％ 

朝食と夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数 ※１ ◇ 
週平均７.７回 
（朝食＋夕食） 

週１１回 
（朝食＋夕食） 

ゆっくりよく噛んで味わって食べる人の割合 ◆ ５６.１％ ６０％ 

食品ロス削減を心がけている人の割合 ◇☆ ８４.６％ 
現状値から増加 
（参考：国 ８０％） 

※１：「ほとんど毎日」→６.５回、「週４～５回」→４.５回、「週２～３回」→２.５回、「週１回」→１回、「ほとんどない」

→０回 として算出 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

いきいき農園 

農作業を 通じ て収穫の喜びを 味わい、利用者相互

の交流と 親睦を 深める こ と により 、高齢者の生き

がいと 健康増進を 図る ため、市内在住の６ ０ 歳以

上の方に農地を 貸し 出し ます。  

地域共生推進課 

介護予防普及啓発事業 

（栄養改善プログラム） 

高齢者の食事を 通じ た介護予防を 推進する ため、

栄養改善を 目的と し た講座を 開催し ます。  
地域包括ケア課 

こども食堂支援 

こ ども 食堂の利用を 通じ て、小さ なこ ども へ共食

の場を 提供し 、多世代と のコ ミ ュ ニケーショ ン か

ら 、 食に対する マナーや文化、 栄養の大切さ など

の知識を 得ら れるよ う サポート し ます。  

子ども施策推進課 

子育て講座 

保護者を 対象と し た「 離乳食についての講座」 や

「 お食事会」 などを 開催し 、 食育の推進に努めま

す。  

保育施設課 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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事 業 内 容 団体・担当課 

保育所クッキング保育 

及び体験学習 

幼児を 対象に、芋煮会、も ち つき 、ク ッ キー作り 、

レ スト ラ ンごっ こ など食を 経験する 機会や、野菜

の栽培、 収穫、 皮むき 、 さ や取り 、 試食などを 通

し て農産物の生産体験の充実を 図り ます。  

保育施設課 

保育所給食だよりの発行 
食育に関する 内容の給食だよ り を 毎月発行し ま

す。  
保育施設課 

給食施設栄養管理研修会 

特定給食施設等の栄養士や給食従事者を 対象に

研修会を 開催し 、専門的な知識や栄養の情報を 提

供する と と も に、各施設における 利用者及び家族

等の健康増進・ 食育を 図り ます。  

生活衛生課 

食品ロスの削減の啓発 

ま だ食べら れる のにも かかわら ず捨てら れてし

まう 食品（ 食品ロ ス） を 削減する ため、 食べき り

運動や家庭における 取組など の周知啓発を 行い

ます。  

資源循環推進課 

市民農園の貸付 

市が農地を 借り て「 市民農園」 を 設け、 区画を 市

民に貸し 出すな ど 、 農業に親し む場を 提供し ま

す。  

農業振興課 

小・中学校における食育の

推進 

全小・ 中学校における食に関する 指導計画及び食

育計画に基づき 、 食育を 推進し ます。  

指導課・給食課 
給食の時間や各教科、総合的な学習の時間等にお

いて、 食育の充実を 図り ます。  

各学校の実態に応じ た特色ある 食育の推進を 支

援し ます。  

学校農園事業 
各学校での学校農園を 利用し たさ つま 芋やも ち

米などを 生産する農業体験活動を 推進し ます。  
指導課 

小学校体験活動 

低学年を 対象に、給食に使用する グリ ンピ ースの

さ やむき やト ウモ ロ コ シ の皮むき な ど の体験活

動を 行います。  

給食課 

小・中学校 給食だよりの

発行・ＨＰ掲載における 

レシピの充実 

給食だよ り を 月１ 回発行、給食レ シピ のＨ Ｐ を 更

新し 、 食育の推進に努めます。  
給食課 

給食又は食に関する標語

募集 

給食又は食に関する 標語を 募集し 、学校給食研究

協議大会や給食だよ り などで作品を 紹介し ます。 
給食課 

学校給食試食会 
小・ 中学校の保護者を 対象に、 学校給食の試食と

食に関する講話や資料提供を 行います。  
給食課 

健康教室・幼児健診 

母子・ 成人健康教室や相談事業及び幼児健診にお

いて、保健師や栄養士による 講話や資料配布を 通

じ て、 食育の大切さ を 伝えます。  

健康づくり推進課 

料理教室 

ヘルスメ イ ト による 講話と 調理実習を 通じ て、食

育の推進を 図り ます。  

食生活改善推進員

協議会 

栄養士による 講話と 調理実習を 通じ て、食育の推

進を 図り ます。  
健康づくり推進課 

食育推進事業 

講演会などを 通じ て食育を 推進し ます。  栄養士業務研究会 

講話や調理実習などを 通じ て食育を 推進し ます。 健康づくり推進課 

 

  



第４章 計画の目標及び施策の展開 

- 117 - 

③ 元気な体をつくろう 

 

 

○適正体重を維持します。 

○主食・主菜・副菜のそろった食事を心がけます。 

○野菜をあと一皿分多く食べます。 

○減塩を心がけます。 

○糖分の多い間食や清涼飲料水のとりすぎに注意します。 

  

 
○適正体重について普及します。 

○主食・主菜・副菜のそろった食事作りの講習会を開催します。 

○野菜の摂取目安量を普及します。 

○減塩の方法について普及します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

適正体重を維持する人
の割合 

２０～６０歳代男性 
ＢＭＩ１８．５以上２５未満 

５７.６％ ６６％ 

２０～６０歳代女性 
ＢＭＩ１８．５以上２５未満 ☆ 

６７.７％ 
現状値から増加 
（参考：国 ６６％） 

自分の適正体重を知っている人の割合 ◆ ７２.１％ ８０％ 

１日のうち、主食・主菜・副菜のそろった食事を２回以上
している人の割合 ◆☆ 

５７.９％ 
８０％ 

（参考：国 ５０％） 

１日に野菜料理を食べる量 ◇ １３３ｇ ※２ ３５０ｇ 

塩分をとりすぎないようにしている人の割合 ◆ ３６.２％ ５０％ 

※２：１.９皿分。１皿の目安は直径１０ｃｍ位の小鉢１杯分（野菜７０ｇ程度）として１皿＝７０ｇで算出。 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

保育所栄養教室 

及びクッキング 

年長児を 対象に、食品の働き に関する ゲームや栄

養士の講話、カ レ ー作り 及び会食を 通し て食育を

推進し ます。  

保育施設課 

学校給食研究協議大会 
小・ 中学校の保護者と 教職員、 学校給食関係者、

一般市民を 対象に食に関する 講演等を 行います。 
給食課 

学校保健委員会 
保護者と 教職員を 対象に、朝食を 含めた食に関す

る 情報の提供を 行います。  
給食課 

健康教室・各種健（検）診 

母子・ 成人健康教室や相談事業及び幼児健診・ 成

人健（ 検） 診などにおいて、 保健師や栄養士によ

る 講話や資料配布を 通じ て、健康な体づく り や生

活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ）予防の大切さ を 周知し ます。 

健康づくり推進課 

生活習慣病（ＮＣＤｓ） 

予防料理教室 

ヘルスメ イ ト による 講話と 調理実習を 通じ て、健

康な体づく り や生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 予防の大

切さ を 周知し ます。  

食生活改善推進員

協議会 

栄養士による 講話と 調理実習を 通じ て、健康な体

づく り や生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 予防の大切さ を

周知し ます。  

健康づくり推進課 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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事 業 内 容 団体・担当課 

健康長寿サポーターの 

養成 

自分の健康づく り のために健康に良いこ と を 実

践し 、実践し たこ と や学んだ知識を 家族や友人な

ど の周囲に 広めて い た だ く 「 健康長寿サポ ー  

タ ー」 を 養成するための講習会を 実施し 、 健康意

識を 高めます。  

健康づくり推進課 

 

 

④ 食の安全性を求めよう 

 

 
○食品の品質表示に関心を持ち知識を高めます。 

○新鮮な地場産の食品を食べます。 

  
 

○食品の安全性について周知します。 

○旬の野菜を提供する場を増やします。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

食品の品質表示に関心を持つ人の割合 ※３ ◆ ７９.１％ ９０％ 

環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ人の割合 ◇ ３９.６％ ７５％ 

※３：食品購入時及び外食時に参考にする表示について、次のうち１つ以上を選択した人の割合。 

「産地、原材料、アレルギー物質、遺伝子組換え、賞味期限・消費期限、食品添加物、製造者・販売者」 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

エシカル消費の推進 

人や社会・ 環境に配慮し た消費行動「 倫理的消費

（ エシカ ル消費）」 の普及に向けて、 消費生活講

座の開催、 リ ーフ レ ッ ト の配布を 行います。  

くらし安心課 

食の安全に関する講習会 
市民、食品関連事業者等を 対象に衛生講習会を 実

施し 、 食の安全について普及啓発を 行います。  
生活衛生課 

食品表示に関する研修会 

市民、 食品関連事業者、 給食施設職員等を 対象に

食品表示に関する研修会を 開催し 、食品表示を 利

用し た食育の推進や、食品表示を 健康づく り に活

用する 方法等を 普及し ます。  

生活衛生課 

地産地消推進事業 
Ｊ Ａ 越谷市や農業者等と 連携し 、 安全・ 安心で新

鮮な地場産農産物の提供と Ｐ Ｒ を 行います。  
農業振興課 

小・中学校 

地場農産物の活用 

地場農産物を 給食献立に取り 入れます。  

給食課 
地場農産物のリ ーフ レ ッ ト を 配布し 、越谷産の農

産物について周知し ます。  

野菜料理教室 

地域の農産物を 使っ た料理を 食卓に紹介し 、食の

安全と 地産地消について 考え る 機会を 増やし ま

す。  

食生活改善推進員

協議会 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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２ 身体活動・運動 

 
 運動習慣を身につけよう 

 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇アン ケート 調査結果では、 意識的に体を 動かすこ と を 心がけている人の割合は 

３ ６ ． １ ％で、 目標値に到達し ていません。 運動習慣がある人は、 運動習慣がな

い人と 比べて生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） の発症・ 死亡リ スク が低いこ と が報告さ れ

ており 、 より 多く の人に運動習慣が身につく ための取組の推進が必要です。  

〇身体活動は、 様々な人々に対し て健康効果が得ら れると さ れており 、 身体活動・

運動の意義と 重要性が広く 認知さ れ、 実践さ れるこ と は、 超高齢社会である本市

の健康寿命の延伸に有用です。 歩数の増加は健康寿命延伸や、 社会生活機能の維

持・ 増進につながる直接的かつ効果的な方法です。 １ 日の歩行時間が１ 時間未満

の割合が過半数であるこ と から 、 スマート フ ォ ンによる歩数測定など日常的な機

会をと ら え、 身体活動の増加、 活発化を促進すると と も に、 歩行以外にも 運動習

慣を持つき っ かけを提供する機会の提供が必要です。  

 

 

★ 行 動 目 標 ★ 

① 日常生活の中で体を動かす機会を増やそう 

② １日１時間歩こう（１日の歩行時間の合計） 

③ 自分にあった運動・スポーツをみつけよう 

 

★ 取組・指標・施策 ★ 

① 日常生活の中で体を動かす機会を増やそう 

 

 
○エレベーターやエスカレーターはなるべく使わないようにします。 

○家の中でも体を動かすように心がけます。 

  

 
○日常生活の活動による運動効果について普及します。 

○家で行える簡単な運動や体操等を普及します。 

○ロコモティブシンドロームについて周知し、高齢者の運動器の 

機能向上を図ります。 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 

基本目標 
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〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

意識的に体を動かすことを心がけている人の割合 ◆ ３６.１％ ５０％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

きらポ（越谷きらきら 

ポイント） 

スマート フ ォ ン 向けアプリ を 活用し 、運動習慣や

健康管理の意識付けを 行う など、高齢者の生き が

いづく り 、 フ レ イ ル予防の推進を 図り ます。  

地域共生推進課 

介護予防普及啓発事業 

（運動機能向上プログラム） 

高齢者を 対象に運動器の機能向上プ ロ グラ ムと

し て、 運動教室を 実施し ます。  
地域包括ケア課 

介護予防普及啓発事業 

（自宅で取り組める介護 

予防体操の周知） 

高齢者が日常生活の中で 実践でき る 運動機能向

上プロ グラ ムを 実践でき る よ う 、気軽に自宅で取

り 組める 介護予防体操（ 越谷リ セッ ト 体操・ 越谷

マッ スルセブン ） の周知を 行います。  

地域包括ケア課 

健康体操教室 
健康の保持・ 増進を 目的に、 運動習慣を 身につけ

る ための講座を 実施し ます。  

スポーツ振興課・

健康づくり推進課 

生活習慣病（ＮＣＤｓ） 

予防教室 

メ タ ボリ ッ ク シンド ロ ーム予防や、健康づく り の

ための減量を サポート する 講座を 実施し ます。  

日常生活に取り 入れら れる 運動の仕方を 運動指

導士が紹介する 講座を 実施し ます。  

健康づくり推進課 

リハビリなんでも相談 

身体機能の維持向上、痛みの予防や軽減などに対

する相談を 行い、日常生活に取り 入れら れる 簡単

な体操等を 指導し ます。  

健康づくり推進課 

地区健康教育 

ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ームや健康づく り のため

の運動方法など 身体活動に有用な知識の普及に

努めます。  

健康づくり推進課 

健康長寿サポーターの 

養成 

（再掲） 

自分の健康づく り のために健康に良いこ と を 実

践し 、実践し たこ と や学んだ知識を 家族や友人な

ど の周囲に 広めて い た だ く 「 健康長寿サポ ー  

タ ー」 を 養成するための講習会を 実施し 、 健康意

識を 高めます。  

健康づくり推進課 
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② １日１時間歩こう（１日の歩行時間の合計） 

 

 
○車を使わず、なるべく歩くように心がけます。 

○小まめに歩くように心がけます。 

  

 

○ウォーキング教室・大会を開催します。 

○ウォーキングマップを作成・更新します。 

○夜間の歩行が安全に行えるように街灯の設置、ライトの携帯や 

安全な服装について普及します。 

○緑道を整備します。 

○緑道等の水のみ場・トイレ等を整備します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

１日の平均歩数 

２０～６４歳 

男性 ６,０３１歩 ＊２ 

８,０００歩 

女性 ５,９５９歩 ＊２ 

６５歳以上 

男性 ５,３９８歩 ＊２ 

６,０００歩 

女性 ５,６５２歩 ＊２ 

＊２  １ 時間の歩数を６ ， ０ ０ ０ 歩と し て、 アンケート 項目の「 ３ ０ 分未満」 →０ ． ２ ５ 時間、「 ３ ０ 分～１

時間未満」 →０ ． ７ ５ 時間、「 １ 時間～２ 時間」 →１ ． ５ 時間、「 ２ 時間以上」 →２ 時間と し て算出 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

ウォーキング大会・講習会 

高齢者を 対象に転倒を 防ぐ ために大切な 歩行能

力や筋力、バラ ン ス能力などの身体機能の向上を

目指し 、 講習会を 開催し ます。  

地区内の防災拠点や施設など、ウォ ーク ラ リ ーを

通し て 認識する と と も に地域防災について意識

の高揚を 図り ます。  

水と 緑の自然豊かな郷土の史跡を 歩く など、楽し

みな がら ウォ ーキン グを 体験する 機会を 提供し

ます。  

市民活動支援課 

（各地区センター 

・公民館、各地区 

コミュニティ推進 

協議会） 

家族で 参加でき る ウォ ーキン グ大会を 開催し ま

す。  

スポーツ・ レ ク リ エーショ ン 講習会等でウォ ーキ

ン グを 実施し ます。  

スポーツ振興課 

（スポーツ推進 

委員連絡協議会、 

レクリエーション 

協会） 

歩く こ と を 通し て、健康で明る い生活と 地区住民

の親睦を 図り ます。  

地区住民を 対象に山や高原な ど でのハイ キン グ

を 実施し ます。  

スポーツ振興課 

（各地区スポーツ 

・レクリエーション 

推進委員会） 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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事 業 内 容 団体・担当課 

緑道整備事業 
元荒川緑道と 綾瀬川緑道、新方川緑道を 整備し ま

す。  
公園緑地課 

越谷市内ウォーキング 

マップの更新 
越谷市内のウォ ーキン グマッ プを 更新し ます。  

スポーツ振興課 

（スポーツ推進 

委員連絡協議会） 

コバトンＡＬＫＯＯ 

マイレージ事業 

ウォ ーキン グや健康づく り 事業の参加に対し て

ポイ ン ト を 付与し 、そのポイ ン ト に応じ た特典が

受けら れるなど、楽し みながら 健康づく り に取り

組むための事業を 実施し 、参加者が歩数やポイ ン

ト 、 ウォ ーキン グイ ベン ト 情報など を 確認し た

り 、 参加者と 歩数を 競っ たり し ながら 、 運動を 継

続でき る よう にし ます。  

健康づくり推進課 

 

 

  



第４章 計画の目標及び施策の展開 

- 123 - 

③ 自分にあった運動・スポーツをみつけよう 

 

 ○生活の中に手軽な運動を取り入れます。 

○運動・スポーツに興味を持ち、習慣化します。 

○地域で行われる各種運動教室や、運動会などに参加します。 

  

 

○各種講座や教室を開催します。 

○運動を普及するリーダーを育成します。 

○ハッポちゃん体操を普及します。 

○運動できる環境づくりを推進します。 

○運動やスポーツについての情報を発信します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

運動習慣がある人の割合 
（１回３０分以上の運動を週２回以上、１年以上継続して 
いる人の割合） 

２８.７％ ＊２ ４０％ 

＊２  現状値： 埼玉県地域保健医療計画 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

地域介護予防活動支援 

事業 

高齢者が主体的に介護予防に取り 組む「 通いの

場」 の立ち 上げや活動を 支援し 、 高齢者が身近な

場所で行う 介護予防を 推進し ます。  

地域包括ケア課 

地域リハビリテーション

活動支援事業 

高齢者が主体的に介護予防に取り 組む「 通いの

場」に対し 、リ ハビ リ テーショ ン 専門職や薬剤師、

歯科衛生士、栄養士等が出張し 、介護予防の知識・

技術を 提供し ます。  

地域包括ケア課 

一般介護予防事業評価 

事業 

高齢者が主体的に介護予防に取り 組む「 通いの

場」 において、 リ ハビリ テーショ ン専門職等が出

張し 、 体力測定や健康状態のチェ ッ ク を 行い、 参

加者の運動効果等を 評価し 、必要な助言や運動指

導を 行います。  

地域包括ケア課 

各種スポーツ大会や 

体育祭 

自治会チーム対抗ま たは地区住民を 対象と し た

各種スポーツ 大会等を 開催し ます。  

スポーツ振興課 

（スポーツ・レク 

リエーション推進 

委員会、地区体育 

祭実行委員会） 

子ど も から お年寄り ま で幅広い年齢層の地区住

民が世代を 超えて交流し 、健康的で明る いスポー

ツ ・ レ ク リ エーショ ン の祭典を 開催し ます。  

各種スポーツ や体育祭を 通じ て地区のスポーツ ・

レ ク リ エーショ ン活動の推進と 、住民相互の親睦

を 深めコ ミ ュ ニテ ィ づく り の推進を 図る と と も

に、 地区住民の体力向上と 健康増進を 図り ます。 

市内駅伝大会・ マラ ソ ン大会・ グラ ン ウド ゴルフ

大会等を 開催し ます。  

スポーツ振興課 

（スポーツ推進 

委員連絡協議会、 

体育協会、レクリ 

エーション協会） 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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事 業 内 容 団体・担当課 

各種スポーツ教室・講座 

子ど も から 高齢者ま で ラ イ フ ス タ イ ルに合わせ

た各種スポーツ 教室を 開催し ます。  
スポーツ振興課 

運動のき っ かけづく り と 、運動を 実施する 場の提

供を 目的に、 スポーツ 教室を 開催し ます。  

市民がスポーツ・ レ ク リ エーショ ンに親し める よ

う 、 市内体育施設において、 レ ク リ エーショ ン 協

会加盟団体がそれぞれ講習会等を 実施し ます。  

スポーツ振興課 

（レクリエーション 

協会） 

健康の保持・ 増進を 目的に、 運動習慣を 身につけ

る ための健康体操教室を 実施し ます。  

スポーツ振興課・

健康づくり推進課 

「 越谷市の歌」 を アレ ンジし た曲に合わせた３ 分

間のハッ ポち ゃ ん体操の公開練習を 各地区セン

タ ー等で実施し ます。  

健康づくり推進課 

障がい者スポーツ教室 
障がい者を 対象にレ ク リ エ ーシ ョ ン ス ポーツ 教

室などを 実施し ます。  
スポーツ振興課 

各種事業等の情報提供・ 

参加促進 

広報こ し がや・ 市ホームページ等を 活用し て、 ス

ポーツ・ レ ク リ エーショ ン 活動に関する 様々な情

報を 提供し 参加促進を 図り ます。  

スポーツ振興課 

プロスポーツ観戦 

イベント 

プロスポーツ 公式戦や、パブリ ッ ク ビュ ーイ ン グ

の開催など、ト ッ プレ ベルのスポーツ観戦機会を

提供し 、スポーツの面白さ を 感じ ていただく と と

も に、スポーツ 活動を 始める き っ かけづく り と し

て「 みる スポーツ」 の推進を 図り ます。  

スポーツ振興課 

生活習慣病（ＮＣＤｓ） 

予防教室 

糖尿病予防月間に、糖尿病専門のスタ ッ フ の講演

会と 併せて、運動についての講話やウォ ーキン グ

を 実施し ます。  

健康づくり推進課 

リハビリなんでも相談 

（再掲） 

身体機能の維持向上、痛みの予防や軽減などに対

する相談を 行い、日常生活に取り 入れら れる簡単

な体操等を 指導し ます。  

健康づくり推進課 

ハッポちゃん体操普及員

養成講座 

ハッ ポち ゃ ん体操の普及員を 養成する ための講

座を 開催し 、 ハッ ポち ゃ ん体操を 普及し ます。  
健康づくり推進課 

 

  



第４章 計画の目標及び施策の展開 

- 125 - 

３ 喫煙 

  たばこの健康への影響を知ろう 

 まわりの人を思いやり分煙につとめよう 

 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇喫煙は、 非感染性疾患（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 対策の対象疾患であるがん、 循環器疾患、 慢

性閉塞性疾患（ Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ ）、糖尿病に共通し た主要なリ スク 要因です。第２ 次計画

策定時より 喫煙による健康への影響の認識は広まり まし たが、 一方、 妊婦の喫煙

率は増加し た結果と なり まし た。 喫煙が及ぼす影響について、 特に２ ０ 歳未満や

妊婦など、 ラ イ フ ステージに応じ て正し い知識を 普及啓発する取組を推進する必

要があり ます。 医療費の抑制や疾患の重症化予防及び胎児や乳幼児の健康への影

響を避けるためにも 、 禁煙への取組を引き 続き 継続し ていく 必要があり ます。  

〇２ ０ 歳以上の喫煙率は減少し ており 、 喫煙者全体の４ ６ ． ９ ％が禁煙を希望し て

います。 Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ 等の健康への影響を周知すると と も に、 禁煙希望者を支援する

ための取組を充実さ せ、 禁煙を達成できる体制づく り が必要です。  

〇健康増進法の改正等により 、 望まない受動喫煙が生じ ない環境を整備するこ と が

求めら れていますが、 現状では受動喫煙が生じ ており 、 目標に達し ていません。

一方で、 受動喫煙が及ぼす健康被害等への認識が広がっ てきており 、 喫煙マナー

を守る人の割合も 着実に増加し ています。 望まない受動喫煙が生じ ないよう に普

及啓発すると と も に、 引き 続き 、 受動喫煙の影響についての知識や喫煙マナーに

関する普及啓発が必要です。  

 

 

★ 行 動 目 標 ★ 

① 喫煙を防止しよう 

② 喫煙による健康への影響に関する知識を普及しよう 

③ 分煙による環境保全を推進しよう 

④ 禁煙希望者を支援しよう 

⑤ 受動喫煙を防止しよう 

 

 

 

 

基本目標 
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★ 取組・指標・施策 ★ 

① 喫煙を防止しよう 

 

 ○各家庭で喫煙の健康への影響について考えます。 

○２０歳未満、妊婦は喫煙しません。 

○身近に妊婦がいる場合は喫煙しません。 

  
 

○学校で禁煙教育を実施します。 

○地域で２０歳未満の喫煙防止について徹底します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

２０歳未満の喫煙率 ☆ 参考値０％ ※４ 
現状値を維持 

（参考：国 ０％） 

妊婦の喫煙率 １.４％ ＊３ ０％ 

※４：該当者数（ｎ）が３０に満たないため参考値 

＊３  現状値： 令和４ 年度母親学級参加者アンケート  

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

個別面談 
こ ど も 家庭セン タ ーにおいて母子健康手帳の交

付を 行い、 喫煙者へは、 個別面接を 行います。  
こども家庭センター 

糖尿病性腎症重症化予防

事業 
保健指導の対象者の方へ、 禁煙を 促し ます。  

国保年金課・ 

健康づくり推進課 

薬物乱用防止教育 
各小・ 中学校で児童生徒を 対象に薬物乱用防止教

室を 開催し ます。  
学務課 

母親学級・両親学級 
妊娠中のたばこ の影響について話し 、禁煙を 促し

ます。  
健康づくり推進課 

 

 

② 喫煙による健康への影響に関する知識を普及しよう 

 

 

○喫煙による健康への影響について学習します。  

  
 

○喫煙による健康への影響（ＣＯＰＤ等）について情報提供します。 

○妊婦や２０歳未満へのたばこの健康被害について周知します。  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

喫煙による健康への影響を知って 
いる人の割合 ◆ 
 

アンケート結果で５０％を満たしていない 

疾患を指標としています。 

歯周病 ２４.９％ 

５０％ 
糖尿病 １２.３％ 

乳幼児突然死症候群 １７.０％ 

喘息 ４９.１％ 

喫煙によるＣＯＰＤへの影響を知っている人の割合 ◆ ３７.２％ ５０％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

個別面談 

（再掲） 

こ ど も 家庭セン タ ーにおいて 母子健康手帳の交

付を 行い、 喫煙者へは、 個別面接を 行います。  
こども家庭センター 

二十歳に達した青年への

情報提供 

二十歳のつどいでちら し を 配布し 、「 たばこ の害」

について周知し ます。  
健康づくり推進課 

母親学級・両親学級 
たばこ によ る 胎児等への影響について の講話を

実施し ます。  
健康づくり推進課 

禁煙相談 

喫煙によ るＣ Ｏ Ｐ Ｄ 等の健康への影響について、

正し い知識の普及啓発を 行います。  

禁煙希望者に対し 、 面談や電話等で支援し ます。 

健康づくり推進課 

 

 

③ 分煙による環境保全を推進しよう 

 

 ○喫煙マナーを守ります。  

〇歩きたばこをしません。  

〇たばこのポイ捨てをしません。  

  
 ○各種イベントでの分煙運動をします。  

○禁煙場所を明示します。  

○まちをきれいにする条例と路上喫煙防止条例をＰＲします。  

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

マナーを守る人の割合 ◆ ９２.０％ １００％ 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

各種イベント 

多数の来場者がいる 各種イ ベント において、会場

敷地内での禁煙を 徹底し ます。  
各イベント担当課 

産業フ ェ スタ の会場で、喫煙マナーの啓発を 実施

し ます。  
経済振興課 

環境美化事業 

越谷市まちを き れいにする 条例に基づき 、ポイ 捨

て防止に関する 啓発事業を 実施し ます。  
資源循環推進課 

路上喫煙禁止区域における 禁煙の啓発を 行いま

す。  

 

 

④ 禁煙希望者を支援しよう 

 

 

○禁煙する方法を学び、禁煙できるよう努力します。 

  
 

○禁煙相談、支援を行います。 

○禁煙外来の情報提供を行います。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

２０歳以上の喫煙率 １３.３％ １２％ 

禁煙指導を行っている施設の増加 ９医療機関 ＊４ 現状より増加 

＊４  現状値： 令和５ 年１ 月現在越谷市内医療機関。 新型コ ロナウイ ルス感染症感染拡大の影響により 、 禁

煙指導に必要な薬の供給不足があっ たため、 大幅減と なっ ています。  

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

特定保健指導 
特定保健指導対象者の方へ、禁煙指導を 実施し ま

す。  

国保年金課・ 

健康づくり推進課 

禁煙相談 

（再掲） 

喫煙によ るＣ Ｏ Ｐ Ｄ 等の健康への影響について、

正し い知識の普及啓発を 行います。  

禁煙希望者に対し 、 面談や電話等で支援し ます。 

健康づくり推進課 

禁煙に関する情報提供 

越谷市内の禁煙外来実施医療機関や喫煙の害や

禁煙治療についての知識について、ホームページ

や広報で周知し ます。  

健康づくり推進課 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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⑤ 受動喫煙を防止しよう 

 

 ○禁煙区域では喫煙しません。 

○たばこの副流煙の害について学びます。 

○喫煙時に周囲の人へ配慮します。 

  
 ○禁煙区域での喫煙防止を徹底します。 

○受動喫煙を防止する法律の周知と啓発に努めます。 

○たばこの害について、周知と啓発に努めます。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

受動喫煙があった者の割合（場所別） 

市の施設 
（行政機関） 

 １.６％ 

望まない受動喫煙
のない社会の実現 

医療機関  ０.８％ 

職場 ２６.３％ 

家庭 ２１.８％ 

飲食店 １６.９％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

受動喫煙防止対策 

受動喫煙防止対策を 義務付けた健康増進法につ

いて 、 広報やホームページ 等で 周知する と と も

に、 健康教育等で、 受動喫煙によ る健康への影響

等について、 周知し ます。  

健康づくり推進課 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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４ 歯と口腔 

  お口の健康をみんなで守ろう 

 しっかり食べてきちんと歯みがき、丈夫な歯をつくろう 

 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇本市では、 平成２ ８ 年に「 越谷市歯科口腔保健の推進に関する条例」 を制定・ 施

行し 、 歯科口腔保健に関する取組を推進し ています。 今後も 、 ラ イ フ ステージご

と に適切な口腔ケアに関する知識の普及啓発に取り 組みます。  

〇う 歯（ むし 歯）のない３ 歳児・ １ ２ 歳児（ 中学１ 年生）の割合は、それぞれ９ ０ ％、

７ ０ ％を超えています。 乳幼児期は歯磨き の習慣を身につける時期、 学齢期は乳

歯から 永久歯に生え変わる時期であり 、 引き 続き、 う 歯（ むし 歯） 予防のための

正し い知識の普及と と も に、 ブラ ッ シング指導などの実践的な取組を推進する必

要があり ます。  

〇歯・ 口腔の健康は、 健康で質の高い生活を営む上で基礎的かつ重要な役割を果た

し ており 、 歯周病は全身疾患と の関連性も 指摘さ れ、 重要な健康課題のひと つで

す。 本市では４ ０ 歳代の約４ ０ ％が歯周病症状を持っ ています。 歯周病は４ ０ 歳

代以降に歯を失う 大き な原因であるため、 歯周病の予防、 進行防止を徹底するた

め、 成人期の歯科健診受診の必要性を普及啓発する取組の促進が必要です。  

〇６ ０ 歳代で何でも 噛んで食べるこ と ができ る人の割合は高く なっ たも のの、 目標

値の達成に至っ ていません。 生涯にわたっ て自分の歯で食事をし 、 口腔機能を維

持でき るよう 、 かかり つけ歯科医の重要性やオーラ ルフ レ イ ル※について継続し

て普及啓発を図ると と も に、 定期的な歯科健診受診の促進が必要です。  

〇妊産婦歯科健康診査受診率は、 第２ 次計画策定時から 改善し ていますが、 目標に

は到達し ませんでし た。 引き 続き 、 受診率の向上に向け、 妊娠時期や出産後の歯

科保健の重要性について周知すると と も に、 受診し やすい環境整備に向けた取組

が必要です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標 

※ オーラ ルフ レ イ ル：  
さ さ いな口腔機能の衰え（ 食事でよく 食べこ ぼすよ う になっ た、 固いも のが噛めなく な

り 、 むせる こ と が増えた、 滑舌が悪く なっ てき た）。 健康と 要介護の間と さ れ、 可逆的であ
る こ と が大き な特徴のひと つであり 、 早めに気づき 、 適切な対応を する こ と で健康に近づ
く こ と が可能。  
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★ 行 動 目 標 ★ 

① 乳幼児期・学齢期のう歯(むし歯)を予防しよう 

② 成人期の歯周病を予防しよう 

③ 一生自分の歯で食べよう 

④ 妊娠時期から歯を大切にしよう 

 

★ 取組・指標・施策 ★ 

① 乳幼児期・学齢期のう歯(むし歯)を予防しよう 

 

 ○正しい歯磨きの方法を身につけます。 

○定期的に歯科健診を受けます。 

○治療が必要なときは、早めに受診します。 

  

 

○乳幼児期や学齢期の歯科疾患の早期発見のために各種健診を充実

させます。 

○乳幼児期や学齢期に歯みがきの大切さや、歯によい食生活などの

口腔保健に関する知識を普及し、歯や口腔保健に対する意識の 

向上を図ります。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

う歯（むし歯）のない３歳児の割合 ◆ ９２.７％ ＊５ ９５％ 

う歯（むし歯）のない１２歳児（中学１年生）の割合 ◆ ７３.２％ ＊６ ９５％ 

１２歳児（中学１年生）の１人当たりのう歯（むし歯）の
本数 ◆ 

０.１６本 ＊６ １本未満 

＊５  現状値： 令和４ 年度３ 歳児健康診査 

＊６  現状値： 令和４ 年度学校歯科保健状況調査 

 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

歯科健診 

各保育所において、 年１ 回歯科健診を 実施し ま

す。  
保育施設課 

各小・ 中学校で児童生徒を 対象に学校歯科医によ

る 健診を 実施し ます。  
学務課 

就学時健康診断 
次年度新小学１ 年生になる 市内在住の幼児を 対

象に就学時健康診断を 実施し ます。  
学務課 

歯科健康教育 

学校歯科医等による 「 よい歯の教室」 を 実施し 、

児童生徒に正し い歯科保健知識や歯の疾病予防

対策を 指導し ます。  

学務課 

歯・口の健康に関する 

図画・ポスター及び標語 

コンクール 

市内小・ 中学校の児童生徒から 歯・ 口の健康に関

する図画・ ポスタ ー及び標語を 募集し 、 コ ン ク ー

ルを 実施し ます。  

学務課 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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事 業 内 容 団体・担当課 

越谷市学校歯科保健 

コンクール 

市内小・ 中学校を 対象に歯科保健状況調査を 実施

し 、児童生徒にむし 歯予防と その治療の徹底を 図

り ます。  

学務課 

幼児健康診査 
１ 歳６ か月児健康診査・ ３ 歳児健康診査で歯科健

診を 実施し ます。  
健康づくり推進課 

歯科健診・相談 

市内の公共施設において、 市民を 対象に毎月１

回、 歯科健診・ 相談事業を 実施し 、 オーラ ルフ レ

イ ルを 周知する と と も に、 ブラ ッ シング指導や、

歯と 口腔に関する相談を 行います。  

健康づくり推進課 

 

 

② 成人期の歯周病を予防しよう 

 

 
○きちんと歯をみがきます。 

○定期的に歯科健診を受けます。 

○口腔の衛生を常に心がけます。 

○治療が必要なときは、早めに受診します。 

  
 

○成人期の歯科疾患の早期発見のために各種健診を充実させます。 

○成人期の歯周病予防など歯科口腔保健の知識の普及を図ります。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

４０歳代における歯周病の症状を持つ人の割合 ◆ ４１.８％ ２５％ 

６０歳代における歯周病の症状を持つ人の割合 ◆ ６７.６％ ４０％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

歯周病検診 
３ ５ ･４ ０ ･４ ５ ･５ ０ ･５ ５ ･６ ０ ･６ ５ ･７ ０ 歳の

方に、 歯周病等の健康診査を 実施し ます。  
健康づくり推進課 

歯科健診・相談 

（再掲） 

市内の公共施設において、 市民を 対象に毎月１

回、 歯科健診・ 相談事業を 実施し 、 オーラ ルフ レ

イ ルを 周知する と と も に、 ブラ ッ シング指導や、

歯と 口腔に関する相談を 行います。  

健康づくり推進課 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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③ 一生自分の歯で食べよう 

 

 
○きちんと歯をみがきます。 

○定期的に歯科健診を受けます。 

○う歯(むし歯)や歯周病などで自分の歯を失わないように努力します。 

○治療が必要なときは、早めに受診します。 

  

 
○歯科疾患の早期発見のために各種健診を充実させます。 

○歯科口腔保健の知識の普及を図ります。 

○介護予防事業として口腔機能向上を目的とする教室を開催します。 

○高齢期の歯科口腔保健の重要性について周知します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

６０歳代で何でも噛んで食べることができる人の割合 ◆ ８１.９％ ８５％ 

過去１年間に歯科健診を受診した人の割合 ６１.６％ ９５％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

介護予防普及啓発事業 

（口腔機能向上プログラム） 

高齢者の口腔機能の向上を 通じ た介護予防を 推

進する ため、 口腔ケア に関する 講座を 開催し ま

す。  

地域包括ケア課 

歯周病検診 

（再掲） 

３ ５ ･４ ０ ･４ ５ ･５ ０ ･５ ５ ･６ ０ ･６ ５ ･７ ０ 歳の

方に、 歯周病等の健康診査を 実施し ます。  
健康づくり推進課 

歯科健診・相談 

（再掲） 

市内の公共施設において、 市民を 対象に毎月１

回、 歯科健診・ 相談事業を 実施し 、 オーラ ルフ レ

イ ルを 周知する と と も に、 ブラ ッ シング指導や、

歯と 口腔に関する相談を 行います。  

健康づくり推進課 

在宅訪問歯科保健事業 

身体が不自由で 歯科医院に行く こ と が難し い方

を 対象に、 歯科健診・ ブラ ッ シン グ指導などを 行

います。  

健康づくり推進課 

歯科口腔保健講演会 

歯科口腔保健講演会を 開催し 、 歯周病など、 口腔

の健康が全身の健康に関係する こ と やオーラ ル

フ レ イ ルについて普及啓発し ます。  

健康づくり推進課 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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④ 妊娠時期から歯を大切にしよう 

 

 

○妊産婦歯科健康診査を受けます。 

  
 

○妊産婦歯科健康診査の受診しやすい環境整備を図ります。 

○妊娠時期の歯科保健の重要性について周知します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

妊産婦歯科健康診査受診率 ◆ ２１.４％ ＊７ 現状から増加 

＊７  現状値： 令和４ 年度妊産婦歯科健康診査 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

妊産婦歯科健康診査 

妊娠中（ 安定期） 並びに出産後１ 年未満に歯科健

診を 実施し 、歯科疾患の早期発見と 歯と 口腔保健

について周知し ます。  

健康づくり推進課 

母親学級・両親学級 

母親学級・ 両親学級において歯科医師による 講義

を 実施し 、妊娠期と 子ども の歯科保健について啓

発し ます。  

健康づくり推進課 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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５ 休養・睡眠とこころの健康 

 
 生きがいのある心豊かな人生を送ろう 

 よい生活習慣で心もさわやかにしよう 

 ほっとするひとときをもとう 

 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇心の健康やう つ等の精神疾患について、 正し い知識の普及や啓発を図ると と も に、

「 第２ 次越谷市いのち支える自殺対策推進計画」 に基づき 、 自殺対策を総合的か

つ計画的に推進し ます。  

〇気持ちの落ち込みや不安を感じ ている人の割合は、 第２ 次計画策定時より 増加し

ており 、 身近に相談でき る人がいない人が約２ 割、 スト レス解消法を持っ ていな

い人が約２ 割半ばいる現状です。  

〇最近１ か月で不安を感じ たり 、 やる気が起き ないと 感じ る人の割合は、 全体では

約５ 割で、 そのう ちの精神科・ 心療内科等を受診し たいができ ていない割合は約

１ 割弱です。 心の病気についての正し い知識の普及啓発に努め、 周囲の見守り や

気づき による声掛けができるゲート キーパーの養成を促進すると と も に、 身近で

気軽に相談できる相談窓口の案内や情報提供の充実が必要です。  

〇睡眠による 休養がと れていない人の割合が第２ 次計画策定時より 増加し ていま

す。 睡眠不足を含めた様々な睡眠に関する問題が慢性化すると 、 肥満、 高血圧、

糖尿病、 心疾患や脳血管障害の発症リ スク が上昇するこ と が明ら かになっ ていま

す。 また、 う つ病などの精神障害において、 発症初期から 睡眠障害が出現するこ

と が知ら れています。 悩みは一人で抱え込まず、 ワーク ラ イ フ バラ ンスをと るな

ど、 様々なスト レスの要因の軽減や適切な対応に加え、 産後う つ予防対策を推進

するなど、 悩みを抱えた人を孤立さ せない環境づく り が必要です。  

 

 

★ 行 動 目 標 ★ 

① 毎日を気持ちよく過ごそう 

② コミュニケーションの機会を持ち、ひとりで抱え込まずに相談しよう 

③ いやしの方法をみつけよう 

 

 

 

 

基本目標 
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★ 取組・指標・施策 ★ 

① 毎日を気持ちよく過ごそう 

 

 ○こころ健やかに過ごせるように努めます。 

○充分な睡眠をとります。 

○ワークライフバランスを考えながら仕事に取り組みます。 

  
 

○こころの健康に関する講座を開催します。 

○精神疾患に対する知識の普及啓発を図ります。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

気持ちの落ちこみや不安を感じている人の割合 ◆ ４８.６％ ３５％ 

睡眠による休養がとれていない人の割合 ３５.８％ ２０％以下 

労働時間週６０時間以上の人の割合 
男性 １６.２％ 

 ５％以下 
女性  ６.０％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

花いっぱい運動 

環境美化運動 

クリーン作戦 

駅周辺、 公園・ 広場の花植えや、 花壇整備、 球根

の配布等を 行います。環境の保全及び向上を 目的

と し 、 明る く 住みよ いまち づく り を 目指し て、 各

地区内の道路・ 駅周辺・ 公園・ 川沿い等の定期清

掃活動を 実施し ます。  

市民活動支援課 

（各地区センター 

・公民館、各地区 

コミュニティ推進 

協議会） 

６５歳からの心の健康講座 

高齢者が生き がいのある 活動的な暮ら し を する

こ と や、前向き な気持ちで生き ていく こ と を 支援

するため、 高齢期の「 う つ」 に関する 正し い知識

の普及啓発を 行います。  

地域包括ケア課 

ゲートキーパー研修 

「 悩んでいる 人に気づき 、 話し を 聴き 、 必要な支

援につなぎ、 見守る 」 役割ができ る、 ゲート キー

パーの養成研修を 実施し ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

精神保健福祉家族教室 

精神障がい者を 抱える 家族等を 対象に、専門家や

当事者を 講師と し 、 疾病や障がいの理解、 対応の

方法等について学びます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

こころの健康相談 

電話相談や来所相談、 家庭訪問等によっ て、 当事

者や家族等から のこ こ ろ の健康に関する 相談に

応じ 、 必要な支援につなげます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

記念樹配布事業 婚姻・ 出生記念樹の無料配布を 行います。  公園緑地課 

健康長寿サポーター養成

講座 

「 健康長寿サポータ ー」 を 養成する ための講習会

で睡眠による 休養の大切さ や、飲酒が睡眠に及ぼ

す影響について普及し ます。  

健康づくり推進課 

 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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② コミュニケーションの機会を持ち、ひとりで抱え込まずに相談しよう 

 

 ○身近に相談できる人をつくります。 

○人に対する思いやりの気持ちを持ちます。 

○周りの人と交流する機会を持ちます。 

  
 ○各種相談事業を実施します。 

○地域でのふれあいを推進し、コミュニケーションを図ります。 

○自殺対策推進事業を実施します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

身近に相談できる人が一人以上いる人の割合 ◆ ８２.７％ １００％ 

○施策 

事 業 内 容 

 
団体・担当課 

各地区のフェスティバル 

フ リ ーマーケッ ト ・ 模擬店、 野菜の販売、 小中学

校、 団体、 ク ラ ブ・ サーク ルのステージ発表会、

小中学生絵画コ ンテスト 、 花火、 植物の迷路、 古

典芸能の鑑賞等、 各種イ ベン ト を 通じ て、 世代を

超え た多く の地域住民が交流と 親睦を 深める 機

会を 設けます。  

市民活動支援課 

（各地区センター 

・公民館、各地区 

コミュニティ推進 

協議会） 

高齢者ふれあいの集い 

コミ協サロン 

日常を 家の中で 過ご すこ と の多い一人暮ら し の

高齢者を 対象に、外出する機会と 交流の場を 設け

ます。  

市民活動支援課 

（各地区センター 

・公民館、各地区 

コミュニティ推進 

協議会） 

高齢者の健康に関し ての講話やイ ベン ト など を

行い、地区内の高齢者相互の交流と 親睦を 図り ま

す。  

福祉制度に関する相談 

精神障がい者が自立し た地域生活を 送る ために、

障害福祉サービ スや精神障害者福祉手帳、自立支

援医療など、福祉制度の利用に係わる 相談を 行い

ます。  

障害福祉課 

老人福祉センター 

高齢者に関する 各種相談に応じ る と と も に、健康

の増進、教養の向上及びレ ク リ エーショ ン のため

の便宜を 総合的に供与し ます。  

地域共生推進課 

「ふらっと」 

がもう・おおぶくろ 

高齢者に気軽に立ち 寄れる 居場所を 提供する こ

と によ り 、 社会的孤立の解消、 自立生活の助長を

図る と と も に、 各種福祉に関する 事業等を 展開

し 、 高齢者福祉の向上を 図り ます。  

地域共生推進課 

シルバーカレッジ 

高齢者の社会参加を 促進し 生き がいを 高める た

め、 埼玉県立大学や文教大学等を 会場と し て、 一

般教養講座を 開催し ます。  

地域共生推進課 

いきいき農園 

（再掲） 

農作業を 通じ て収穫の喜びを 味わい、利用者相互

の交流と 親睦を 深める こ と により 、高齢者の生き

がいと 健康増進を 図る ため、市内在住の６ ０ 歳以

上の方に農地を 貸し 出し ます。  

地域共生推進課 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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事 業 内 容 

 
団体・担当課 

自殺予防対策（産後うつ） 

母子健康手帳交付時に産後う つ予防の啓発冊子等

を 配布し 、 産後う つについての周知を 図り ます。

また新生児訪問や産婦健診等においてＥ Ｐ Ｄ Ｓ ※

を 確認すると と も に相談を 行います。  

こども家庭センター 

こころの健康相談 

（再掲） 

電話相談や来所相談、 家庭訪問等によ っ て、 当事

者や家族等から のこ こ ろ の健康に関する 相談に

応じ 、 必要な支援につなげます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

ゲートキーパー研修 

（再掲） 

「 悩んでいる 人に気づき 、 話し を 聴き 、 必要な支

援につなぎ、 見守る」 役割ができ る、 ゲート キー

パーの養成研修を 実施し ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

ひきこもり市民教室 

孤立し がち な ひき こ も り 当事者及びその家族等

を 地域社会で 見守っ ていく 視点が求めら れてい

る ため、市民が関心を も っ てサポータ ーと なれる

よ う 、 専門家等によ る 講演を 実施し ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

自殺未遂者相談支援事業 

市内の三次救急医療機関と の連携により 、救急救

命セン タ ーに搬送さ れた自殺未遂者への早期介

入（ 訪問面接等） によ り 、 地域生活における 再企

図防止を 図る 継続的な支援に取り 組みます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

自殺対策研修会 

庁内外の関係者を 講師と し て、市の自殺の現状等

を 学ぶ研修会を 実施し 、市職員等の自殺対策に関

する意識の向上に取り 組みます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

自殺予防普及啓発事業 

自殺予防週間や自殺対策強化月間に合わせて、駅

頭キャ ン ペーン での啓発品の配布や駅構内での

「 いのち を 大切に」 を テーマと し た美術作品の展

示、 また市の広報・ ホームページ・ ｃ ｉ ｔ ｙ メ ー

ルへの掲載等、市民に対し て自殺に関連する 正し

い知識の普及啓発を 行います。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

ひきこもり当事者の 

居場所 

ひき こ も り 当事者に対する 居場所を も う けて、社

会と 接点を も つ機会を 提供し 、ひき こ も り がち な

生活から の回復を サポート し ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

ひきこもり家族のつどい 

ひき こ も り 当事者を 抱え る 家族同士がつど える

場所を 提供し 、グループワーク や交流を 深める こ

と から 、 不安の軽減や孤立、 孤独感の解消を サポ

ート し ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

医師による専門相談 

精神保健専門相談事業によ る 精神科医の講師派

遣を 活用し 、よ り 専門的な判断や的確な見立てが

求めら れる事例について、来所面接や家庭訪問等

を 実施し ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

家庭教育力の向上 
地域の特性を 活かし ながら 、家庭の教育力の向上

を 目指し た講座を 開催し ます。  

生涯学習課 

（各地区センター 

・公民館） 

ライフステージ・ライフ 

スタイルに対応した学習 

機会の充実 

学ぶこ と の楽し さ を 知り 心豊かに生活ができ るよ

う 、市民と の協働により 企画運営する「 こ し がや市

民大学」 などを開催し 、 ラ イ フ ステージ・ ラ イ フ ス

タ イ ルに応じ た多様な学習機会の充実を図り ます。 

また、 地区センタ ー・ 公民館においては、 地域の特

性を活かし ながら 、 各種学級・ 講座を開催し 、 市民

が自主的に参加できる学習機会を提供し ます。  

生涯学習課 

（各地区センター 

・公民館） 

育児相談・こころの健康 

相談 

育児不安や小児の成長発達の相談を 実施し ます。 

こ こ ろ の健康相談を 実施し ます。  
健康づくり推進課 

  
※ Ｅ Ｐ Ｄ Ｓ ：  

エジン バラ 産後う つ病質問紙票。 産後う つ病を スク リ ーニングするための質問紙。  
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③ いやしの方法をみつけよう 

 

 
○自分にあったストレス解消法をみつけます。 

○身近に相談できる人をつくります。 

  
 ○地域で住民同士がふれあう機会や場を提供します。 

○各種スポーツ講座を開催します。 

○相談支援体制を充実します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

ストレス解消法を持っている人の割合 ◆ ７２.７％ １００％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

こころの体温計 

市ホームページ や二次元コ ード から 気軽にアク

セスでき る、セルフ メ ンタ ルヘルスチェ ッ ク シス

テム「 こ こ ろ の体温計」 の活用を すすめ、 市民自

ら がこ こ ろ と 体の健康度を 知り 、自己対処する 動

機付けと なる 支援を 行います。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

こころの健康相談 

（再掲） 

電話相談や来所相談、 家庭訪問等によっ て、 当事

者や家族等から のこ こ ろ の健康に関する 相談に

応じ 、 必要な支援につなげます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

学習情報の収集・提供 

学習活動を 推進する ため、 生涯学習メ ニュ ー「 Ｔ

Ｒ Ｙ 」 を 広報こ し がやに折り 込み配付し ます。  

また、 地区セン タ ー・ 公民館などにおいて、 定期

的に活動し ている団体を 掲載し た情報誌「 生涯学

習ク ラ ブ・ サーク ル・ 団体ガイ ド 」 や、 生涯学習

に関する 講師や指導者を 掲載し た「 生涯学習リ ー

ダーバン ク 」 を それぞれ隔年で発行し 、 地区セン

タ ー・ 公民館などに設置し ます。 こ れら の学習情

報は、 市のホームページにも 掲載し 、「 いつでも 、

どこ でも 、 だれでも 」 学ぶこ と ができ る よう 地域

で住民同士がふれあう 機会や場など の情報提供

に努めます。  

生涯学習課 

各種スポーツ講座・大会 

スポーツ に参加し 、楽し むこ と で日頃のスト レ ス

等の解消と 運動のき っ かけづく り の場を 提供し

ます。  

スポーツ振興課 

（各地区スポーツ 

・レクリエーション 

推進委員会） 
地区住民相互の親睦を 図り 、健康づく り を 目的に

各種大会を 開催し ます。  

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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６ 飲酒 

 
 お酒はほどほどに楽しく飲もう 

 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） のリ スク を高める量を飲酒し ている人の割合は、 第２ 次

計画策定時より も 増加し ています。 アルコ ールは、 様々な健康障害と の関連が指

摘さ れており 、 生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） と と も に、 不安やう つ、 自殺と いっ たリ

スク と も 関連し ます。 健康障害のリ スク は、 １ 日の平均飲酒量と と も に上昇する

こ と が示さ れています。 過度な飲酒が、 生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） のリ スク がある

こ と など健康へ及ぼす影響に関する普及啓発に努めるこ と が必要です。  

〇妊娠中や授乳中の飲酒は、 胎児や乳児の健康への影響を引き 起こ すと 言われてい

ます。 また、 ２ ０ 歳未満は２ ０ 歳以上と 比べアルコ ール分解能力が低く 、 アルコ

ールの影響を受けやすいため、 飲酒が禁じ ら れています。 引き続き 、 妊婦や２ ０

歳未満の飲酒率０ ％を達成するための取組が必要です。  

 

 

★ 行 動 目 標 ★ 

① 節度ある飲酒をしよう 

② 適正な飲酒量を知ろう 

 

★ 取組・指標・施策 ★ 

① 節度ある飲酒をしよう 

 

 
○適正な飲酒量を理解します。 

○２０歳未満や妊婦は飲酒をしません。 

  
 

○講演会等を開催し、飲酒の害についての知識の普及啓発を図ります。 

○アルコール相談を実施します。 

 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 

基本目標 
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〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

毎日飲酒する人の割合 ◆ 
男性 ５１.４％ ４０％以下 

女性 ２９.７％ １５％以下 

２０歳未満の飲酒 ☆ 参考値０％ ※４ 
現状値を維持 

（参考：国 ０％） 

生活習慣病（ＮＣＤｓ）のリスクを高める量
を飲酒している人の割合 

男性 １７.４％  １０％ 

女性 １１.０％ ６.４％ 

※４：該当者数（ｎ）が３０に満たないため参考値 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

アルコール専門相談 

アルコ ールに関連する 相談を 希望する 当事者や

家族を 対象に、 断酒会の協力を 得て、 正し い知識

の普及や動機付け、医療機関等の情報提供を 行い

ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

健康教室 

母親学級・ 両親学級や思春期向けの健康教室など

で妊婦や２ ０ 歳未満の飲酒の害について知識の

普及啓発を 図り ます。  

健康づくり推進課 

 

 

② 適正な飲酒量を知ろう 

 

 ○適正な飲酒量を理解し、守ります。 

○人に無理にお酒をすすめません。 

○休肝日を設けます。 

  
 

○講演会等を開催し、飲酒についての知識の普及啓発を図ります。 

○アルコール相談を実施します。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

適正な飲酒量を知っている人の割合（男性２合
未満、女性１合未満と回答した人の割合） ◆ 

男性 ８９.９％ 
１００％ 

女性 ５９.０％ 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

アルコール専門相談 

（再掲） 

アルコ ールに関連する 相談を 希望する 当事者や

家族を 対象に、 断酒会の協力を 得て、 正し い知識

の普及や動機付け、医療機関等の情報提供を 行い

ます。  

保健総務課こころ

の健康支援室 

健康長寿サポーターの 

養成 

「 健康長寿サポータ ー」 を 養成する ための講習会

で適正な飲酒量について周知し ます。  
健康づくり推進課 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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７ がん対策とライフコースアプローチを踏まえた健康づくり 

 

 生活習慣病（ＮＣＤｓ）を予防するよい生活習慣を身に 

つけよう 

 健康診査・検診を定期的に受けよう 

 性別・年代の特性に応じた健康づくりに取り組もう 

 

★ 現状と課題 ★ 

アンケート 結果や統計等から みえる現状と 課題をまと めています。  

〇本市では、 平成２ ８ 年に「 越谷市がん対策推進条例」 を制定・ 施行し 、 がん対策

を総合的かつ計画的に推進し ています。 がんは、 本市の死因の第１ 位であり 、 死

因の約３ 割を占めています。 人口の高齢化に伴い、 がんの死亡者数は今後も 増加

し ていく こ と が見込まれています。 学校や職場等を通じ て、 がん予防に関する正

し い知識の普及に努めると と も に、 がんの死亡率をさ ら に減少さ せるため、 がん

検診及び精密検査の受診率向上に関する取組を推進し 、 早期発見、 重症化予防を

図る必要があり ます。  

〇がん検診を受診し ない理由で「 時間がと れなかっ たから 」「 面倒だから 」 が上位に

入っ ています。 がん検診の必要性についての理解を深めると と も に、 がん検診が

より 受けやすく なる機会を確保する取組が必要です。 また、 生活習慣の見直し に

関する知識の普及啓発により 、 がんの発症予防に取り 組む必要があり ます。  

〇循環器病である心疾患は本市の死因の第２ 位、 脳血管疾患は第４ 位であり 、 両者

の合計で死因の約２ 割を占めています。 高血圧、 脂質異常症、 喫煙、 糖尿病等の

危険因子を適切に管理し 、 循環器病を予防するこ と が重要ですが、 特定健康診査

の受診率や特定保健指導の実施率は、 増加し ているも のの目標値の達成には至っ

ていません。 特定健康診査や特定保健指導の取組の強化と と も に、 メ タ ボリ ッ ク

シンド ローム等の予防について、 正し い知識の普及啓発に向けた取組が必要です。 

〇社会の多様化や人生１ ０ ０ 年時代が本格的に到来するこ と を 踏まえた健康づく

り に取り 組む必要があり ます。 Ｂ ＭＩ に関するアンケート 調査結果から は、 女性

の２ ０ 歳代・ ３ ０ 歳代が、 他の年代と 比較し て「 やせ」 の割合が多く 、 また、 男

女と も に６ ０ 歳代から ７ ０ 歳以上に年代が移行すると 「 やせ」 の割合が増加する

傾向にあり ます。 若年女性の健康課題のひと つであるやせは、 排卵障害（ 月経不

順） や女性ホルモンの分泌低下、 骨量減少と 関連すると と も に、 妊娠前にやせで

あっ た女性は、 標準的な体系の女性と 比べて、 低出生体重児を出産するリ スク が

高いこ と が報告さ れています。 また、 高齢期のやせは、 肥満より も 死亡率が高く

なると いわれています。 ラ イ フ ステージに特有の健康づく り に加え、 現在の健康

状態は過去の生活習慣・ 社会環境の影響を受け次世代の健康に影響を及ぼすと い

う 可能性を考慮し 、 ラ イ フ コ ースアプローチを踏まえた健康づく り （ 胎児期から

高齢期に至るまでの人の生涯を経時的に捉えた健康づく り ） に取り 組みます。  

基本目標 
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★ 行 動 目 標 ★ 

① がん検診を進んで受けよう 

② 循環器疾患の発症と重症化を予防しよう 

③ 糖尿病の発症と重症化を予防しよう 

④ ライフステージに応じた健康づくりをしよう 

 

★ 取組・指標・施策 ★ 

① がん検診を進んで受けよう 

 

 
○年齢に応じがん検診を定期的に受けます。 

○精密検査が必要となった時は、きちんと精密検査を受けます。 

  

 

○がんの発症予防や、生活習慣病（ＮＣＤｓ）を予防するよい生活

習慣についての知識の普及啓発を図ります。 

○がん検診を受診しやすい環境整備に取り組みます。 

○がん検診の周知啓発を強化します。 

○精密検査の未受診者を減らすよう努めます。 

○児童生徒が、がんに関する正しい知識について理解を深めるよう、

がん教育の推進を図ります。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

がんの年齢調整死亡率（７５歳未満）の減少 ☆ 
（人口１０万人対） 

７１.１ ＊８ 
(Ｈ２９～Ｒ３) 

現状値から減少 
（参考：国 ７５％） 

肺がん検診の受診率 

４０～６９歳  ４.３％ ＊９ 

 ４０～６９歳男性 ３６.４％ 

４０～６９歳女性 ２８.９％ 

４０～６９歳全体 ３２.１％ ６０％ 

胃がん検診の受診率 

５０～６９歳  ６.４％ ＊９ 

 ４０～６９歳男性 ４０.３％ 

４０～６９歳女性 ３３.３％ 

４０～６９歳全体 ３６.４％ ６０％ 

大腸がん検診の受診率 

４０～６９歳  ４.８％ ＊９ 

 ４０～６９歳男性 ４０.３％ 

４０～６９歳女性 ３３.６％ 

４０～６９歳全体 ３６.４％ ６０％ 

子宮頸がん検診の受診率 
２０～６９歳 １２.４％ ＊９  

２０～６９歳女性 ４５.４％ ６０％ 

 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

乳がん検診の受診率 
４０～６９歳 １３.４％ ＊９  

４０～６９歳女性 ４７.４％ ６０％ 

前立腺がん検診の受診者数 ◆ 
５０～７５歳の 
５歳刻み男性 

１,６２９人 ＊１０ ２，５００人 

口腔がん検診の受診者数 ◆ ４０歳以上 ４,０５８人 ＊１０ ４，５００人 

肺がん検診の精密検査受診率 ◆☆ ４０～６９歳 
９１.８％ 
(Ｒ３) ＊１１ 

現状値から増加 
（参考：９０％

＊１１
） 

胃がん検診の精密検査受診率 ◆☆ ４０～６９歳 
９４.０％ 
(Ｒ３) ＊１１ 

現状値から増加 
（参考：９０％

＊１１
） 

大腸がん検診の精密検査受診率 ◆ ４０～６９歳 
８０.５％ 
(Ｒ３) ＊１１ 

９０％ 

子宮頸がん検診の精密検査受診率 ◆ ２０～６９歳女性 
８８.３％ 
(Ｒ３) ＊１１ 

９０％ 

乳がん検診の精密検査受診率 ◆☆ ４０～６９歳女性 
９７.４％ 
(Ｒ３) ＊１１ 

現状値から増加 
（参考：９０％

＊１１
） 

前立腺がん検診の精密検査受診率 ◆ 
５０～７５歳の 
５歳刻み男性 

７３.９％＊１０ ９０％ 

口腔がん検診の精密検査受診率 ◆ ４０歳以上 ７０.７％＊１０ ９０％ 

＊８  現状値： 埼玉県衛生研究所データ  

＊９  現状値： 令和４ 年度地域保健・ 健康増進事業報告 

＊１ ０  現状値： 令和４ 年度各検診結果 

＊１ １  現状値： 埼玉県がん検診結果統一集計結果報告書（ 令和３ 年度集計結果）  

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

小・中学校におけるがん 

教育の推進 

小・ 中学生が、 がんについて正し く 理解し 、 健康

と 命の大切さ について 主体的に考え る こ と がで

き るよ う に、授業の支援や講演会の実施により が

ん教育を 推進し ます。  

指導課 

各種がん検診事業 

各種がん検診の必要性を 周知し 、 がん検診（ 精密

検査を 含む） の受診勧奨を 積極的に進めます。  

健康づくり推進課 健康教育等のあら ゆる 機会を と ら えて、がんや生

活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） を 予防するよ い生活習慣に

ついて周知し ます。  

コバトンＡＬＫＯＯ 

マイレージ事業 

ウォ ーキン グや健康づく り 事業の参加及び健診

やがん検診の受診に対し てポイ ン ト を 付与し 、そ

のポイ ン ト に応じ た特典が受けら れる など、楽し

みな がら 健康づく り に取り 組むための事業を 実

施し 、 健診等の受診率の向上を 図り ます。  

健康づくり推進課 

民間や職域との連携に 

よる情報提供 

民間や職域と 連携し て、 啓発チラ シの配布など、

がん検診等の受診率を 向上する ための情報提供

を 行います。  

健康づくり推進課 

がん予防講演会 

がん予防講演会を 開催し 、がんについて知識を 普

及する と と も に、家族や知人に検診の受診勧奨を

行う 「 がん検診県民サポータ ー」 を 養成し ます。 

健康づくり推進課 
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② 循環器疾患の発症と重症化を予防しよう 

 

 ○加入している医療保険者の実施する特定健診等を毎年必ず受けます。 

○必要に応じ、特定保健指導を受けます。 

○健診の結果、治療が必要となった時は、しっかり治療します。 

  

 

○脳卒中や心疾患の発症予防や重症化予防について、健康知識の 

普及啓発を図ります。 

○高血圧や脂質異常症の発症予防や重症化予防について、健康知識

の普及啓発を図ります。 

○メタボリックシンドローム発症予防や重症化予防について、若年

世代から健康知識の普及啓発を図ります。 

○特定健診等を受診しやすい環境整備に取り組みます。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

脳血管疾患の年齢調整死亡率の減少 
男性 

２８.５％ 
(Ｈ２９～Ｒ３) ＊８ 

現状値から減少 
女性 

１７.２％ 
(Ｈ２９～Ｒ３) ＊８ 

虚血性心疾患の年齢調整死亡率の減少 
男性 

４６.５％ 
(Ｈ２９～Ｒ３) ＊８ 

現状値から減少 
女性 

１８.１％ 
(Ｈ２９～Ｒ３) ＊８ 

高血圧の改善 
（収縮期血圧の平均値の低下） 

男性 
１２９.７ｍｍＨｇ 
  (Ｒ３) ＊１２ 

年齢調整あり 現状値から 
５mmHg 低下 

女性 
１２４.９ｍｍＨｇ 
  (Ｒ３) ＊１２ 

年齢調整あり 

脂質異常症の減少（ＬＤＬコレステロール
１６０ｍｇ／ｄｌ以上の者の割合の減少） 

男性 
１４.１％ 

  (Ｒ３) ＊１２ 

年齢調整あり 現状値から 
２５％減少 

女性 
１４.８％ 

  (Ｒ３) ＊１２ 

年齢調整あり 

特定健康診査の受診率 
（越谷市国民健康保険被保険者） 

４１.５％ ＊１３ ７０％ 

特定保健指導の実施率 
（越谷市国民健康保険被保険者） 

１４.７％ ＊１３ ４５％ 

メタボリックシンドロームの該当者及び 
予備群の減少（学会基準に基づく数） 

該当者 
３,８９２人 
(２１.８％) ＊１４ 

平成２０年度と
比べて 

２５％減少 
予備群 

１,９５０人 
(１０.９％) ＊１４ 

計 
５,８４２人 
(３２.７％) ＊１４ 

＊８  現状値： 埼玉県衛生研究所データ （ Ｒ ４ 年度版）  

＊１ ２  現状値： 令和３ 年度特定健診データ 解析報告書（ 埼玉県衛生研究所）  

＊１ ３  現状値： 令和４ 年度特定健康診査法定報告 

＊１ ４  現状値： 第３ 期越谷市国民健康保険データ ヘルス計画 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

特定健康診査・ 

特定保健指導 

特定健康診査（ 個別・ 集団・ 訪問） を 実施し 、 必

要な方に特定保健指導を 実施し ます。  

国保年金課・ 

健康づくり推進課 

特定健診結果説明会・ 

生活習慣病（ＮＣＤｓ） 

予防セミナー 

特定健診結果説明会を 実施し 、医師が結果の見方

や、 生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 予防についての講演

を 行い、正し い知識の修得と 生活習慣の改善を 促

し ます。  

健康づくり推進課 

糖尿病・ 脂質異常症・ 腎臓病などの基礎知識と 予

防方法について、 医師が講演を 行います。  

メ タ ボリ ッ ク シンド ロ ーム予防、健康づく り のた

めの減量を サポート する講座を 開催し ます。  

あら ゆる 機会を と ら えて、生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ）

予防やその重症化予防などについて、健康教育を

実施し ます。  

 

 

③ 糖尿病の発症と重症化を予防しよう 

 

 ○加入している医療保険者の実施する特定健診等を毎年必ず受けます。 

○糖尿病についての知識を高め、予防に取り組みます。 

○糖尿病の治療にしっかり取り組みます。 

  

 
○若い世代から、糖尿病の発症・重症化予防や、生活習慣病（ＮＣＤｓ）

を予防するよい生活習慣についての知識の普及啓発を図ります。 

○特定健診の結果を受診者が理解できるようにします。 

○糖尿病と歯周病の関係について知識の普及を図ります。 

〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

糖尿病治療継続者の割合の
増加 

ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ値） 

６.５％以上の者のうち治療中と 

回答した者の割合 

５６.７％ ＊１５ ７５％ 

血糖コントロール不良者の
割合の減少 ☆ 

ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ値） 

８.４％以上の者 
 ０.９％ ＊１５ 

現状値から減少 
（参考：国 １．０％） 

糖尿病有病者の増加の抑制 
ＨｂＡ１ｃ（ＮＧＳＰ値） 

６.５％以上の者または服薬中と 

回答した者の割合 

１１.６％ ＊１５ 
増加傾向を 
抑制する 

特定健康診査の受診率 
（越谷市国民健康保険被保険者） 
（再掲） 

４１.５％ ＊１３ ７０％ 

特定保健指導の実施率 
（越谷市国民健康保険被保険者） 
（再掲） 

１４.７％ ＊１３ ４５％ 

 

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

メタボリックシンドローム
の該当者及び予備群の減少
（学会基準に基づく数） 
（再掲） 

該当者 
３,８９２人 

(２１.８％) ＊１４ 
平成２０年度 
と比べて 
２５％減少 

予備群 
１,９５０人 

(１０.９％) ＊１４ 

計 
５,８４２人 

(３２.７％) ＊１４ 
＊１ ３  現状値： 令和４ 年度特定健康診査法定報告 

＊１ ４  現状値： 第３ 期越谷市国民健康保険データ ヘルス計画 

＊１ ５  現状値： 令和４ 年度埼玉県国民健康保険団体連合会（ 特定健診等データ 管理システム）  

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

特定健康診査・ 

特定保健指導 

（再掲） 

特定健康診査（ 個別・ 集団・ 訪問） を 実施し 、 必

要な方に特定保健指導を 実施し ます。  

国保年金課・ 

健康づくり推進課 

糖尿病性腎症重症化予防

事業 

糖尿病性腎症で通院する患者のう ち 、重症化する

リ スク の高い方に対し て保健指導を 実施し ます。

また、糖尿病が重症化する リ スク の高い方に対し

て医療機関への受診を 案内し ます。  

国保年金課 

特定健診結果説明会・ 

糖尿病予防セミナー・ 

糖尿病予防講座・ 

市民健康教室 

特定健診結果説明会を 実施し 、医師が結果の見方

や、 糖尿病予防も 含む講演を 行います。  

健康づくり推進課 

糖尿病の基礎知識と 予防法について、医師が講演

を 行います。  

糖尿病月間に、糖尿病専門スタ ッ フ によ る 糖尿病

予防や治療について講話、ウォ ーキン グ教室の実

施、栄養士によ る糖尿病講座で講話や調理実習等

を 行います。  

あら ゆる 機会を と ら えて、 糖尿病の知識と 予防・

治療の必要性について、 健康教育を 実施し ます。 

糖尿病と 歯周病について、歯科医師が講演を 行い

ます。  
 

 

 

④ ライフステージに応じた健康づくりをしよう 

 

 
○性別・年齢に応じ健（検）診を定期的に受けます。 

○適正体重を維持します。 

  

 
○ライフステージごとの健康課題について、健康知識の普及啓発を

図ります。 

○各種健（検）診を受診しやすい環境整備に取り組みます。 

○適正体重について普及します。 

 

  

市民の取組 

関係団体・

行政の取組 
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〇指標 

指 標 
現状値 

（令和４年度） 
目標値 

（令和１７年度） 

２０歳未満の飲酒 ☆ 
（再掲） 

 参考値０％ ※４ 
現状値を維持 

（参考：国 ０％） 

２０歳未満の喫煙率 ☆ 
（再掲） 

 参考値０％ ※４ 
現状値を維持 

（参考：国 ０％） 

意識的に体を動かすことを心がけている人の割合 ◆ 
（再掲） 

３６.１％ ５０％ 

適正体重を維持する人の割合 

６５歳以上でＢＭＩ２０以下
の割合 

１８.６％ １３％ 

２０～３０歳代の女性で 
ＢＭＩ１８．５未満の割合 

１６.０％ １５％ 

骨粗しょう症検診の受診率    １.３％ ＊１０ １５％ 

妊婦の喫煙率 
（再掲） 

  １.４％ ＊３  ０％ 

生活習慣病（ＮＣＤｓ）のリスクを高める量を飲酒している
女性の割合 
（再掲） 

１１.０％ ６.４％ 

子宮頸がん検診の受診率 
（再掲） 

２０～６９歳  １２.４％ ＊９  

２０～６９歳女性 ４５.４％ ６０％ 

乳がん検診の受診率 
（再掲） 

４０～６９歳  １３.４％ ＊９  

４０～６９歳女性 ４７.４％ ６０％ 

※４：該当者数（ｎ）が３０に満たないため参考値 

＊３  現状値： 令和４ 年度母親学級参加者アンケート  

＊９  指標値： 令和４ 年度地域保健・ 健康増進事業報告 

＊１ ０  現状値： 令和４ 年度各検診結果 

○施策 

事 業 内 容 団体・担当課 

地域リハビリテーション

活動支援事業 

（再掲） 

高齢者が主体的に介護予防に取り 組む「 通いの

場」に対し 、リ ハビ リ テーショ ン 専門職や薬剤師、

歯科衛生士、栄養士等が出張し 、介護予防の知識・

技術を 提供し ます。  

地域包括ケア課 

個別面談 

（再掲） 

こ ど も 家庭セン タ ーにおいて 母子健康手帳の交

付を 行い、 喫煙者へは、 個別面接を 行います。  
こども家庭センター 

糖尿病性腎症重症化予防

事業 

（再掲） 

保健指導の対象者の方へ、 禁煙を 促し ます。  
国保年金課・ 

健康づくり推進課 

健康教室 

（再掲） 

母親学級・ 両親学級や思春期向けの健康教室など

で妊婦や２ ０ 歳未満の飲酒の害について知識の

普及啓発を 図り ます。  

健康づくり推進課 

地区健康教育 

（再掲） 

ロ コ モ テ ィ ブ シ ン ド ロ ームや健康づく り のため

の運動方法な ど 身体活動に有用な知識の普及に

努めます。  

健康づくり推進課 
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事 業 内 容 団体・担当課 

生活習慣病（ＮＣＤｓ） 

予防料理教室 

（再掲） 

ヘルスメ イ ト による 講話と 調理実習を 通じ て、健

康な体づく り や生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 予防の大

切さ を 周知し ます。  

食生活改善推進員

協議会 

栄養士による 講話と 調理実習を 通じ て、健康な体

づく り や生活習慣病（ Ｎ Ｃ Ｄ ｓ ） 予防の大切さ を

周知し ます。  

健康づくり推進課 

母親学級・両親学級 

（再掲） 

妊娠中のたばこ の影響について話し 、禁煙を 促し

ます。  
健康づくり推進課 

骨粗しょう症検診 

早期に骨量減少者を 発見し て早期治療を 促進し 、

日常生活等に関する 指導等によ り 生活習慣の改

善を 図り 、骨折によ る 要介護者の発生を 予防し ま

す。  

健康づくり推進課 

各種がん検診事業 

（再掲） 

各種がん検診の必要性を 周知し 、 がん検診（ 精密

検査を 含む） の受診勧奨を 積極的に進めます。  
健康づくり推進課 

女性のための健康 

セミナー 

４ ０ 歳代、 ５ ０ 歳代を 迎える 女性向けに、 更年期

と う ま く 付き 合う 方法について 講演等を 行いま

す。  

健康づくり推進課 

 

 

 


